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まえがき

著者等はmi報（1955）において，人工的に脱嚢させ

た肺吸虫メタセノレカリアの mv#roての飼育法及び各

種 medium中ての生存期間その他について報告した。

木篇においては，上記実験中， 203日間と云う長期間に

亘って生存せしめた幼虫を回定染色後その内部臓器の牙

化発育状況を観察したので報告する。

実験方法

脱嚢幼虫：

モクヅ方、ニ Eriocheirjaρoni'cusより牙離した肺吸虫

のメタセルカ リア （Paragonimuswestermant)をペニシ

リン（ 100 μ/cc）及びストレプトマイシン c100γ／cc) 

合有 Tyrode液て数回洗糠後，約20ケ宛内経 8mm，高

さ lOOmmの小試験管に 3ccの Tyrode液（PH8.0) 

と共に入れ綿栓をし，39～40'0の恒泌水槽に10～12時間

放置しておくと，をの8090以上が脱霊長し活発に運動して

し、る

Medium: 

猫の血清を前述の如くペニシリン及びストレプトマイ

シン合訂 Tyrode液（PII7.心て2倍に稀釈した。
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血球浮遊液：

猫の拘縁酸加血液1ccを生理食塩水て8回洗糠した

後， その沈涯に， 1ccの Tyrode液を加えて 血球浮遊

液とし， medium1 ccに対し血球浮遊液を 1滴(1/.oCC)

宛加えた。

飼育法：

最初の 8週間は内径 8mm高さ lOOmm小試験管に 2

ccの上記 mediumと共に5匹宛脱嚢幼虫を入れ，密栓

をし37°0の府卵器に入れ，4日乃至 5日おきに medium

を交換した。交換に際しては，虫体は容器よりとり出し

て， Tyrode液て数回洗糠した後新しい容器に移した。

飼育してから 8週以後になると幼虫もかなり大きくなる

ので，小試験管の代りに直径 4cmのカレルフラスコを

用い，その中に 2匹宛の幼虫を 3ccの mediumと共に

入れ，前記血球浮遊液を medium1 ccにつき 1滴の割

て加えた。 mediumの交換は，カレルフラスコに入れて

からは 3日おきとした。

同定及び染色：

飼育開始後 203日口の未だ活発に運動している虫体を

とり出して，スライド上にのせ，カバーグラス（18:18 

mm）をのせて悩く庄平しながら 1090ホルマリン水てl河

定した後， Delafield’shaematoxylinの全体染色標本を

作製した。

観祭した虫体は 8匹て，接眼測徴計て計測後 Abbeの

日i画器を用いて写生した。

観察成績：

染色標本における各施主要臓器の計測値は次の如くで

ある。
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Table I. Measurements of the three worms which lived up for 203 days z"n vz1ro. 

（五xedwith 10 % formalin solution and stained with delafield’s haematoxylin.) 

No. 1 No. 2 No. 3 
Body length 

2.740mm 3.085mm 3.950mm 

Body width 1.123 mm  l.300mm 1.340mm 

Oral sucker 0.320× 0.250mm 0.328× 0.250mm 0.340× 0.260mm 

Pharynx 0.220× 0.165 mm  0.240× 0.170mm 0.25 × 0.182mm 

Ventral sucker 0.360× 0.385 mm  0.454× 0.395mm 0.458× 0.400mm 

Ovary 0.150× 0.140mm 0.160× 0.150mm 0.165× 0.152mm  

Testis R. 0.092× 0.080mm 0.094× 0.082mm 0.094× 0.083mm 

L. 0.125× 0.090mm 0.013× 0.lOOmm 0.014× O.llOmm 

1司Tidthof 0.130-0.194mm 0.112ー 0.185mm 0.13 - 0.190mm  
intestine 

主要臓器所見 ： 係を示した。

主要臓器について見ると，腸管は成虫におけると同じ Photo. l, 2及び 8は顕微鏡写真により ，卵巣，子宮及

く体の両側をほ三対称的に迂出走行しており，永吉（19 ぴ皐丸の形態を示した。

42）の指摘している如く ，かなり著明に 8つの湾曲を示 考察

しておる。 人体寄生嬬虫の幼虫或いは成虫を mvitroて飼育し

皐丸は体の中央部より後方？とおいて，背面に近く左右 ょうとする試みは既に多くの人達によってなされて来て

のもの相対して位している。左畢丸は長径 0.092mm～ いるが，未だ充牙満足すべき結果を得たものはなかっ

0.094 mm, I陥径0.080～ 0.083mm右翠丸は 0.092～ た。特に幼虫期のものを mv#roで飼育し， 著明な発

0.094 mm，幅径 0.080～0.083mmを示し，左皐丸は 育成長がみられたと云う報告はない。著者等の本実験に

6ケ，右串丸は 6ケの指状突起を示しており，何れから おける如く ，肺吸虫の脱嚢幼虫を mv£troにて飼育し

も上方に向って小輸精管の定行がみられた。 6ヶ月以上生存させ得，然かも最初の大きさの10数倍に

卵巣 ： 達し内部の諸臓器にも著しい，牙化発育が認められたと

体の中央より稿ノセ後方よりに，腹吸盤の右後縁に近く 云うととは恐らく最初の例であると考える。然しをの成

位し，短根状の 6本の突起よりなるのが認められた。 長発育速度は生体内におけるそれと比較するとかなり緩

子宮 ： 慢であるが，更に長期に亘って飼育すると共に，medium

俸の中央より梢々後方に卵巣と相対して腹吸盤の左後 内に各種の栄養素その他を補給することにより成熟の状

縁に近く位しているが，未だ細い屈曲した管状の器管と 態に迄至らしめ得ると考えられる。とに角肺吸虫幼虫の

して認められ，膨大な嚢状部の形成及び卵の形成は認め 体タ卜飼育に始めて成功したととは，今後肺吸虫の生理を

られない。然しをの始部が卵形成腔に始まり糸球状に迂 研究する上にのみならず，治療の商ても薬剤の効果を

1l'J ／＇を行し ，末端が腹吸盤後方正中線上にある生殖門に関 zn vitroて試験することが可能となり， 今後の研究に寄

口しているのを追求出来た。 与する所が大きいと考えられる。

卵黄巣 ： 結論

未だ卵黄巣及びその輸管の形成は認められなかった。 1）肺吸虫被嚢幼虫を脱嚢せしめ，猫血清の Tyrode

以上の各種臓器の形態及びその位置を腹面より観察し 氏液稀釈液に猫血球を加えた medium中て、長期間に亘

たのが Fig.1て，Fig.3は背面より子宮，卵巣及び皐丸 り飼育し発育せしめる串が出来た。

の形態を拡大したものである。 Fig.2は脱嚢直後のメタ 2）上記 medium中に 203日飼育した虫体は，脱嚢

セルカリアて，Fig.1と同拡大のものでその大きさの関 直後の10数倍の大きさに達し，固定染色標本により内部
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Fig. 1 

Fig. 1 Development of the excysted 

metacercaria maintained in vitro at 

37°C for 203 days. Ventral view. 

Fig. 2 

Soo,11. 

。
Fig. 2 Excysted metacercaria. 

Ventral view. 

o. s.; oral sucker, v. s.; ventral sucker, ut.; uterus, ov.; ovarium, t.; testis 
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Fig. 3 
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Fig. 3 Development~ of excysted metacercaria 

maintained in vitro at 37°C. for 203 days. 

Dorsal view. 

int. ; intestine, v. s. ; ventral sucker, 

ut.; uterus, ov.; ovarium, g. p.; genital 

pore, oo ; ootype, t. ; testis, 

Photo. 2. Ovar・iumand uterus. （× 00) 
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Development of the excysted me・

taceraria maintained in vitro at 

37°C for 203 days. (photo. 1-3.) 

Photo. 1. Ventral view. （×700) 

• 

,,. 

Photo. 3. Testis. （× 800) 
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椛j立を観察した結果，各種臓器は；苦しく升化発育し，子

宮，卵巣，宰丸等は既に成虫に見られる形態学的特徴を

示していたが，虫卵の形成迄には至らなかった。

3）今後更に，長期に立り飼育して完全な成熟虫体を

得る事も不可能ではないと考えられる。叉更に改良する

ことによりその発育速度を宿主的の場合に近づける事も

可能と考えられる。
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Summary 
The method of maintaining the excysted meta-

cercariae of Paragonz初uswestermani in v£tro and 

the survival period in cultures were dicussed in 

the previous paper. (Yokogawa et al. 1955). The 

merphological’studies on the worms have lived 

up for 203 days in vitro were carried out in this 
experiment. Thee worms were :fixed with 10 9b 
formaline solution and stained with Dela:fiel's hae-

matoxylin. The sizes of the internal organs were 

shown in Table 1., and the morphological features 

of the uterus, ovary and testis were shown in 

Fig. 1 and 3. (drawn with the剖dof the camera 

lucida). The excysted metacercaria was shown in 

Fig. 2 for the comparison to the culture worm. 

The photographs of the worms were also taken 

as shown in Photo 1,2 and 3. 




